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専
決
処
分
の
報
告

車
両
、
物
損
、
歩
行
中
の
各

事
故
に
つ
い
て
損
害
賠
償
額
と

和
解
が
成
立
し
た
報
告
で
す
。

市
道
の
認
定
と
廃
止

認
定
路
線
19
路
線
は
県
営
ふ

る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
等

に
よ
る
道
路
移
管
に
伴
う
路
線

変
更
、
私
道
の
寄
付
等
に
よ
る

認
定
で
す
。
ま
た
、
廃
止
路
線

11
路
線
は
前
述
の
各
事
業
等
に

伴
う
路
線
変
更
、
道
路
の
実
態

が
な
い
等
に
よ
る
廃
止
で
す
。

い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

財
産
取
得

旧
さ
と
り
跡
地
（
仮
換
地
の

地
積
１
８
４
７
・
69
㎡
）
が
平

成
18
年
（
ケ
）
第
１
９
０
号
競

売
事
件
の
特
別
売
却
に
よ
り
７

７
０
０
万
円
で
取
得
さ
れ
る
も

の
で
す
。
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

職
員
定
数
条
例
、
税
条
例
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
、

監
査
委
員
条
例
、
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
、
特
別
会
計
条

例
、
公
園
条
例
、
教
育
研
究
所

設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
23
議
案
は

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

助
役
定
数
条
例
、
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
、

北
橘
温
泉
ば
ん
ど
う
の
湯
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
４

議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す

る
条
例
、
監
査
委
員
条
例
、
福

祉
作
業
所
か
え
で
の
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
３
議

案
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

助
役
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
な
ど
そ
の
ほ
か
24
議

案
は
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

の
施
行
で
す
。

条
例
の
廃
止

収
入
役
の
事
務
の
兼
掌
に
関

す
る
条
例
、
市
長
職
務
執
行
者

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
２
議
案
は
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す

る
条
例
、
赤
城
村
学
童
保
育
ク

平
成
18
年
度一

般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
は
４
８
２
０
万
９

０
０
０
円
の
増
額
補
正
で
、
民

生
費
・
教
育
費
等
を
減
額
し
、

総
務
費
・
土
木
費
・
消
防
費
等

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度特

別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
の
各
特
別

会
計
は
増
額
補
正
で
す
。

介
護
保
険
、
た
ち
ば
な
の
郷

城
山
事
業
、
下
水
道
事
業
、
個

別
排
水
処
理
事
業
、
簡
易
水
道

事
業
の
各
特
別
会
計
は
減
額
補

正
で
す
。
い
ず
れ
も
全
員
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
は
総
額
３
２
２
億

５
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
５
・
７
％
の
減
額
予
算
で

す
。予

算
編
成
方
針
や
予
算
に
伴

う
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
・
賛
成
と
も
討
論
が
な

さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
２

議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

い
ず
れ
も
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
の
施
行
で
す
。

規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理
組

合
、
渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
な
ど
組
合
の
規

約
変
更
に
関
す
る
協
議
の
４
議

案
は
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

い
ず
れ
も
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
の
施
行
で
す
。

平
成
19
年
度
特
別
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
は
25
億
９
３

０
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
10
・

６
％
の
減
額
、
病
院
事
業
会
計

は
16
億
６
０
３
１
万
円
で
増
額

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計

は
合
計
で
２
７
１
億
８
７
５
４

万
円
で
、
19
年
度
に
新
築
工
事

を
実
施
す
る
小
野
上
温
泉
事
業

桜花らんまんのたちばなの郷城山

新築が待たれる小野上温泉センター

特
別
会
計
の
増
額
は
特
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
病
院
事

業
会
計
な
ど
で
質
疑
が
さ
れ
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
反
対
、
介
護
保
険
特

別
会
計
に
つ
い
て
は
反
対
・
賛

成
の
討
論
が
な
さ
れ
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
の
特
別
会
計
は
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
に
今
井
兼

則
氏
（
北
橘
町
）
を
任
命
、
監

査
委
員
に
板
倉
和
男
氏
（
阿
久

津
）
を
選
任
、
人
権
擁
護
委
員

に
堀
口
俊
子
氏
（
渋
川
）
を
推

薦
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

選
任
に
よ
る
農
業
委
員
に
、

中
野
八
重
子
氏
（
中
村
）、
石
坂

美
保
子
氏
（
上
白
井
）、
南
雲
秀

雄
氏
（
赤
城
町
）、
森
田
智
子
氏

（
北
橘
町
）
の
４
人
の
方
が
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

赤城町上三原田地区の認定道路

平
成
19
年
第
１
回
定
例
会
は
、
合
併
後
初
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
30
人
の
議
員

に
よ
り
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
29
日
ま
で
29
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
３
件
と
、
条
例
の
廃
止
４
議
案
、
条
例
の
一
部
改
正
27
議
案
、
規
約

変
更
の
協
議
等
９
議
案
、
平
成
18
年
度
補
正
予
算
10
議
案
、
平
成
19
年
度
予
算
18
議
案
、

人
事
３
議
案
な
ど
71
議
案
が
提
出
さ
れ
、
人
事
案
件
を
除
く
一
般
議
案
は
各
所
管
の
常
任

委
員
会
に
、
平
成
19
年
度
予
算
は
予
算
特
別
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
、
71
議
案
は

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
請
願
は
採
択
、「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意

見
書
」
な
ど
議
員
提
出
議
案
は
２
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

項　　　目 今年度予算 前年度予算
一般会計 ３２２億５,０００万円 ３４２億 １００万円
国民健康保険(事業勘定) ９２億４,８７６万円 ８０億５,３９０万円
国民健康保険(診療施設勘定) １億２,５５６万円 １億２,８４７万円
老人保健 ８３億５,６７７万円 ８０億４,４７７万円
介護保険 ４８億７,３２９万円 ４５億６,８４３万円
特別養護老人ホーム事業 ６９４万円 ６９４万円
農産物直売事業 ６,４１０万円 ５,８２４万円
伊香保温泉観光施設事業 ９,５９７万円 ９,５２９万円
小野上温泉事業 ６億４,０９９万円 １億　 ９５１万円
交流促進センター事業 ２億５,２９８万円 ２億７,８４５万円
白井温泉こもちの湯事業 ３,７１８万円 ３,３０１万円
たちばなの郷城山事業 １億　 ４７９万円 １億２,６７５万円
用地先行取得事業 ６,２５５万円 ６,３７７万円
下水道事業 １８億８,７３１万円 １８億８,８５６万円
農業集落排水事業 １１億６,３４２万円 １１億６,０６４万円
個別排水処理事業 ５,４６２万円 １億３,６２４万円
簡易水道事業 ２億１,２３１万円 ２億２,７７０万円
水道事業会計

収益的支出 １６億８,８３６万円 １９億３,５７０万円
資本的支出 ８億２,０９４万円 ８億７,１８２万円

病院事業会計
収益的支出 １５億９,５０６万円 １５億９,２８９万円
資本的支出 ６,５２５万円 ３,９１４万円

起 債 の 目 的 限 度 額

まちづくり交付金事業 １億８,７５０万円

社会福祉施設整備事業 １９０万円

（仮称）渋川保健センター建設事業

（合併特例事業） １億２,８００万円

農業農村整備事業 ７,６８０万円

ふるさと農道緊急整備事業 ３,５９０万円

林道整備事業 ２３０万円

急傾斜地崩落対策事業 ７３０万円

臨時地方道整備事業(一般分) １億４,７４０万円

臨時地方道整備事業(地方特定分) １億５,３６０万円

都市計画事業 ２７０万円

都市公園事業 １,６２０万円

都市再生区画整理事業 ６,３００万円

地域情報通信基盤整備事業 １,８８０万円

防災基盤整備事業（合併特例事業） １億１,１７０万円

幼稚園建設事業（合併特例事業） ２億８,５６０万円

公民館建設事業（合併特例事業） １億　 ２２０万円

臨時財政対策 １０億３,５００万円

合　　　計 ２３億７,５９０万円

地方債の目的と限度額

１ 一体性の確立を目指す施策

２ 市民が合併してよかったと思える施策

３ 地域の個性を生かした観光ネットワークを目指す施策

４ 安全安心なまちづくりを進めるための施策

５ 少子高齢化に対応した施策

平成19年度予算編成方針（重点的な施策）

各会計予算


